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図 1 造 成時除草剤処理と2年 目1番草植生
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ラウンドアッブ (グリホサート系)の lllDL
前処叫 (処す型2～ 5)に よリイネ科雑キtが、
括梅床処理 (処F里4 5)に より実11からの

広策雑中が昨減されますJ実 生のギシギシ煩
は牧中出芽後のアージラン処P■l(処理 2に対
する処理 S、処理 4に対する処理 5)に より
中革減されます.

アルファルファ単播草地 における

堆肥の利用

1)堆 肥利用による施肥設計 (【g/1oal

推肥利用時の施肥設計を左3に 示 しました〔

左中数字は,11、 2を 基に以 下のように排出
したものです.

造成時堆肥 5↓ /10a施 用 しているので

2年 同 :カ リの不足分25(150-5t× 25)

は化学‖巴料でリン族とともに補う(

3年 Hiカ リの不足分100(150-5t× 10)

は昨肥20t(100=20t× 50)で 施用
1年 同 1カ リの不足分130(150-20t× 10)

は昨陛 6t(130=26t× 50)で 施用.
リン酸は54(80-26t× 10)を 化学丹巴米半
で施用.

順次同様に表 3注 2に より算出 します。

表 2 堆 肥利用による施肥量  十kg/1o a)

ぺれにある々〆

アルファルファ単播革地造成時の雑草軽減と

維持肥料としての堆肥利用について
アルファルファの殺培は播椛後発iす る雑草の軽減と昨肥の活用がホイン トとなります。前榊

生および実■から発生する雑草企般に対 し、グリホサー ト育Jの耕起前や椿確床処ltPが有効ですが、

それだけでは播種牧中と '絡に発生してくるギシギシ独を抑えることは出来ませんt本 稿では辻

成時雑申鮮減のための除中剤の効果的組み合わせと維持HE本十としての推肥利用について報riします,

(平成15年度指導参考 「天北地域のアルファルファ撃地における堆肥利用法と雑中鮮減対策J)

1 造 成時の除草剤散布

(発芽後のギシギン対策を忘れずに)

表 1、表2に地 下=オJ、行根性雑草の多少
による除卓剤の効果的孫R合せを示しました。

表 1 地 下茎型 ・宿根性雑草が多い草地

播種

時期

雑草全般   実 生ギシギシ類

耕起前 播 種床 造 成年秋 2年 日春
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表 2 地 下茎型 ・宿根性雑草が少ない草地

播種

時期

雑車全般 実生ギシギシ類

耕起前 播 種床 造 成年秋 2年 日ネ
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1に 造成時除草剤処理の効果を示 しまし

%
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リン酸 カリ

堆 lL
(養分量)

化学肥キ‖

リン酸 カリ リン酸 カリ



2)植 生の推移に及ぼす影響

堆肥区の植生の推移は 3年 目まで化学肥料

区と同様であり、4年 目2、 3番 草アルファ

ルファ割合がやや少なく、広葉雑草がやや多

くなっていましたが、その差は僅かであり、

4年 目までのイネ科雑草の侵入は両区ともほ

んの僅かでした。このように堆】巴利用による

植生への悪影響はほとんど認められません。

表 4 ア ルファルファの栄養成分含量
(DM中%3年 目草地)

成分 化学肥料区 堆 肥  区

1番  2番  3番1番  2番  3香

257  186  221  236

444  460  457  467

347  399  382  368

表 5 ア ルファルファの ミネラル含量
(DM中 %3年 目草地)

成分 化学肥料区 堆 肥  区

1番  2番  3番1番  2番  3番
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315  376  395
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図 2 植 生の推移

3)乾 物収量への影響

3年 目までは堆肥区の乾物収量がやや多収

の傾向でしたが、4年 目では化学肥料区とほ

ぼ同程度でした。このように化学肥料の代わ

りに推肥を利用 (リン酸の不足分は化学肥料

を施用)し ても、アルファルファの生産量に

問題はありません。
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図 3 化 学肥料と推肥による乾物収量の比較

4)ア ルファルファの成分

栄養成分含量 (CP、 NDF、 ADF)と

ミネラル含量 (K、 P、 Ca、 Mg)に は化

学肥料区と推肥区とではほとんど差がありま

せん。

5)購 入肥料費の節減効果

図 4は 2～ 4年 目までの化学肥料購入費に

ついての化学肥料区と推肥区との比較です。

堆肥の リン酸の肥効は施用年のみで、 3ヶ 年

で19%の節減でした。カリは3年 目以降すべ

て堆肥で補うことができますので 3ヶ年で94

%の 節減となりました。合計では3ヶ年では

47%の 節減でしたが3年 目以降は半分以下と

なります。
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図 4 3ヶ 年の肥料購入費の対化学肥料区比

以上のように堆肥は植生、収量、牧草成分

に関して化学肥料と同等の効果があり、その

利用は化学肥料費節減に有効です。

除草剤の効果的な組合わせと堆肥

の利用により、アルファルファ栽培

の拡大を図りましょう。

(問い合わせ先t研究部牧草飼料科 堤 光昭)


